
　
藤
枝
東
高
校
に
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
が
あ
る
と
す
れ

ば
、
是
非
我
が
31
Ｈ
Ｒ
ク
ラ
ス
会
を
認
定
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
特
に
秀
才
が
い
た
と
か
、
世
に
名

だ
た
る
著
名
人
を
輩
出
し
た
と
か
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
が
、
高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
延
々
と
年
１

回
の
ク
ラ
ス
会
を
続
け
て
き
た
。

　
今
年
も
39
回
目
の
新
年
ク
ラ
ス
会
を
焼
津
市
の

｢

よ
し
寿
司｣

で
開
く
こ
と
が
で
き
た
・
・
・
参

加
す
る
こ
と
が
恩
師
へ
の
年
賀
状
で
あ
る
。

　
毎
年
近
況
報
告
と
い
っ
て
た
わ
い
の
な
い
話
で

盛
り
上
が
る
の
だ
が
、
52
名
（
内
、
逝
去
２
名
、

音
信
不
通
６
名
）
の
学
友
が
今
で
も
20
名
ほ
ど
参

加
し
て
く
れ
る
楽
し
い
時
間
で
あ
る
。
紅
一
点
の

存
在
す
ら
な
い
色
気
の
な
い
の
が
よ
か
っ
た
の

か
、
そ
れ
は
恩
師
川
内
利
一
の｢

近
況
報
告｣

か

ら
始
ま
る
、
男
臭
い
、
味
の
あ
る
会
で
も
あ
る
。

　
毎
年
幹
事
を
快
く
引
き
受
け
て
く
れ
る
仲
間

と
、
ほ
ぼ
皆
勤
賞
の
恩
師
の
お
蔭
で
〝
青
春
〟
を

謳
歌
し
て
い
る
が
、
受
け
入
れ
る
店
が
限
ら
れ
て

し
ま
う
の
が
頭
の
痛
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
記
録
で
み
る
と
同
級
生
の
店｢

山
内
屋｣

で
６

回
、｢

四
川
飯
店｣

で
５
回
、｢

神
田
寿
司｣

で
４
回
、

｢

よ
し
寿
司｣

で
４
回
と
い
う
と
こ
ろ
が
開
催
店

ベ
ス
ト
４
で
あ
る
。
　

　
開
催
市
で
み
る
と
焼
津
市
で
23
回
、
藤
枝
市
で

12
回
、
島
田
市
で
４
回
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
幹
事
は
持
ち
回
り
で
は
な
く
、
自
己
申
告
制
で

主
務
者
に
従
事
者
を
置
き
、
幹
事
鞄
を
リ
レ
ー
式

で
繋
い
で
き
た
。
木
南
広
峰
君
６
回
、
海
野
文
雄

君
（
逝
去
）
６
回
、
秋
山
辰
巳
君
５
回
、
北
上
明

宏
君
５
回
、
服
部
勝
夫
君
５
回
、
暮
林
邦
和
君
４

回
、
杉
崎
辰
行
君
３
回
と
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
。

感
謝
!
感
謝
!
で
あ
る
。
少
な
か
ら
ず
地
元
へ
の

貢
献
を
し
て
い
る
と
自
負
し
て
い
る
面
々
で
あ

る
。
そ
し
て
少
し
誇
れ
る
こ
と
と
い
え
ば
、
サ
ッ

カ
ー
で
全
国
制
覇
し
た
メ
ン
バ
ー
が
44
回
生
を
燦

然
と
輝
か
せ
て
く
れ
て
い
る
。

　
青
木
是
清
君
、
青
木
正
君
、
岩
田
稔
君
、
そ
し

て
正
キ
ー
パ
ー
の
増
田
隆
一
君
、
昔
の
面
影
は
す

で
に
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
我
が
ク
ラ
ス
の
ア
イ

ド
ル
で
あ
っ
た
。

　
出
席
率
が
高
く
恩
師
の
相
談
役
で
あ
っ
た
鈴
木

宏
美
君
、
が
ん
ば
ろ
う
焼
津
の
徳
田
稔
君
、
ク
ラ
ス

会
の
為
に
県
外
か
ら
よ
く
参
加
し
て
く
れ
る
秋
山
明

君
・
升
田
吉
彦
君
・
日
野
喜
朗
君
、
お
疲
れ
さ
ま
。

　
さ
て
、
平
成
14
年
正
月
に
開
か
れ
た
同
窓
会
の

年
は
、
正
月
に
二
度
会
う
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と

一
度
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
平
成
24
年
40
回
記
念
は
、
私
を
含
め
、
河
村
巌

生
君
、
宮
下
修
君
が
静
岡
市
在
住
と
い
う
こ
と
で
、

一
度
静
岡
市
で
の
開
催
を
計
画
し
て
い
る
。
静
岡

駅
北
口
の
葵
タ
ワ
ー
24
・
25
階
の
高
層
階｢

グ
ラ

ン
デ
ィ
エ
ー
ル｣

か
ら
、
石
上
義
春
君
の
音
頭
で

｢

藤
枝
東
高
等
学
校
校
歌｣

を
合
唱
す
る
の
が
楽

し
み
で
あ
る
。

　
我
が
ク
ラ
ス
の
学
友
も
来
年
は
還
暦
を
迎
え
る

年
で
あ
る
。「
赤
い
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
」
を｢

藤

色｣

に
染
め
、
恩
師
に
は｢

金
装
束｣

で
参
加
さ

せ
て
み
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
平
成
11
年
勲
四
等
瑞
宝
章
受
章
、
83
歳
恩
師

｢

川
内
利
一｣

・
・
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
！

　私が志太中学校１年に編入したのが昭和
21年 10 月である。終戦を満州錦洲中学校１
年生の時に経験し、満人による暴動・略奪、
ソ連兵による抑留・見ず知らずの土地での釈
放、生きんが為のタバコの立売り、文房具の
露天商など苦難の生活を乗り越えて８月下旬
に引き揚げて来て体力を回復させた後のこと
である。
　当時バレー部には同じ大富方面から通学し
ている先輩方が多く、また道具がいらないと
いうことで入部を決心した。
　自宅から学校まで６キロの石ころだらけの
道を歩いて通学した。
　暗くなって練習をやめ帰途歩き出すと月が
昇って夜道を照らした。
　学校には当時体育館がなく、練習はすべて
アウトコートでやり、雨天で止むを得ず天井
が低い控所でやったことを覚えている。グラ
ンド北側のサッカーゴールの後ろには、まだ
芋畑があった頃である。
　当時はバレーボールは９人制のみであり、
１年生の時、入沢（旧姓池谷）義君と２人で
３年生の中に入ってやった。
　また、一級上には部員がいなく２年生の時
のチームは１年生１人を入れたチームで、当
時の山静大会（山梨県と静岡県）に県代表と
して出場した。その冬、皆で話し合いアウト
コートの排水工事を計画し、石や石灰殻等を
入れた。
　大変な工事だったが、当時の渡辺精馬校長
に全校生徒の前で褒められたことを懐かしく
思い出される。
　３年生の最初の大会がスポーツ祭で宿敵韮
山高を破り優勝した。
　インターハイ予選は当時、韮山高は全国３
連覇していたので県予選には出場せず、決勝
は静岡商高と対戦した。当時は草薙のアウト

コートだったが、急に降雨となり会場を静岡
商高体育館に移った。
　屋内での経験が乏しく敗退し、くやしい思
いをした。
　秋の国体予選には韮山高に敗れたが、当時
の韮山高は全国でインターハイ３連覇、国体
４連覇した強豪チームであった。
　その韮山高が大学卒業後、教員として初任
校となったことは、何か因縁を感じずにはい
られない。

　その後の全日本総合の県予選では優勝し、
山口で行われた本大会では１回戦で愛媛の実
業団チームに負けた。
　当時のチームをよく指導してくれたのが、
２年先輩の山田（旧姓中村）重雄氏であり、
彼を慕って、池谷始君と一緒に同じ大学に進
んだが、山田氏はモントリオールオリンピッ
クで日本女子を率いて金メダルに輝いてい
る。未だにバレーボールから離れられないが、
うれしいことは、息子、孫と三代バレー部に
所属したことである。

　「行くぞー」。
　授業が終われば捕虫網を持って自転車に跨
り、潮山に向かうのが日課のような 3年間で
あった。1955 年に入学すると、岡野義治先
輩から「生物部に来いよ」と声をかけていた
だき、そのまま入部して昆虫班に属した。野
に山に昆虫を追いかけたが、なんといっても
思い出深いのは、伝統である夏の寸又峡から
光岳への採集行であった。千頭森林鉄道の揺
れるトロッコでは大木にしがみつき、大根沢
小屋からは枕木を踏み、隧道では山蛭に血を
吸われ、栃沢、釜ノ島小屋を経て柴沢小屋か
ら尾根伝いに光岳を目指した山行はすばらし
く、釜ノ島小屋でのミスジチョウの乱舞は、
今でも頭に浮かんでくる。OB にも参加して
いただき、顧問の太田喜和男先生をはじめ、
3～ 1年生がひとつになって寝食を共にした
体験は、忘れられない思い出であり、アット
ホームな部活動の源泉でもあった。瀬戸ノ谷
から蔵田を経て笹間渡までの採集行では、蔵
田小学校のトイレの手洗い場でカレーを作っ
た記憶もある。高草山も含め地元に密着した
採集成果の蓄積は、志太地域と大井川流域を
含む平地、里山、山岳地域の生物諸相の解明
に、大きく貢献してきたと思っている。
　1956 年に近隣でチャドクガが異常発生し
たことがあった。鈴木紳弌・紅林秀都司先輩
が中心になって、発生地や発生形態の特性調
査を行い、その成果が認められて同年の鈴木

梅太郎賞を受賞したことも生物部の評価を高
めた。文化祭では長年にわたって蓄積してき
た昆虫・植物標本を展示し、その頃特に交流
の深かった掛川西高生物部とは、文化祭でも
相互に訪問しあっていた。こうした諸活動は、
当時の藤枝東高校生物部の水準の高さを示す
ものであり、先輩から受け継がれた伝統が
脈々と息づいていた。先年、生物部が千南原
賞を受賞したのも、こうした伝統を着実に引
き継いでくれている証左であると思う。
　このような伝統と成果の積み重ねを、次代
へと引き継いできたのが、機関誌『GEMMA』
であった。採集記録はもちろんのこと、2色
刷りのガリ版印刷でありながらその技術はす
ばらしく、表紙一面に描かれたカミキリムシ
などの精緻さには目を瞠ったものである。
　生態系の破壊や生物多様性の衰退がグロー
バル化しているが、小さな場所からの研究が
積み重なって、大きな課題の解決が可能にな
る。生物部のますますの活躍に期待したい。

　
25
年
前
、
高
３
だ
っ
た
私
は
と
に
か
く
家
を
離

れ
て
静
岡
か
ら
出
た
い
と
思
っ
た
。
だ
か
ら
卒
業

後
は
迷
わ
ず
県
外
の
大
学
を
選
び
、
以
来
、
金
沢

（
石
川
）、
東
京
、
小
田
原
と
移
り
住
ん
だ
。
そ
し

て
４
年
前
、
故
郷
に
帰
り
た
い
と
の
思
い
に
駆
ら

れ
て
静
岡
に
戻
り
、
今
の
場
所
に
落
ち
着
い
た
。

　
こ
の
間
25
年
、
世
の
中
は
大
き
く
変
わ
り
、
私

自
身
の
立
ち
位
置
も
変
わ
っ
た
。
あ
の
頃
の
私
は
、

勉
強
そ
っ
ち
の
け
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
に
明
け
暮
れ
る

高
校
生
だ
っ
た
が
、
卒
業
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
自

分
が
何
者
で
ど
こ
へ
向
か
う
べ
き
か
が
わ
か
ら
ず

や
た
ら
も
が
い
て
い
た
。
そ
の
私
も
今
で
は
法
律

事
務
所
の
看
板
を
掲
げ
、
曲
が
り
な
り
に
も
ト
ラ

ブ
ル
を
抱
え
、
困
っ
た
人
を
助
け
る
仕
事
を
し
て

い
る
。
25
年
の
時
が
過
ぎ
て
、
外
観
を
み
て
立
派

に
な
っ
た
と
言
う
人
も
い
る
が
、
私
自
身
は
何
も

変
わ
っ
て
は
い
な
い
。
長
旅
を
し
て
知
識
は
増
え
、

表
現
方
法
は
成
長
し
た
が
、
嬉
し
い
と
思
う
こ
と
、

悲
し
い
と
感
じ
る
瞬
間
、
許
せ
な
い
こ
と
、
物
事

の
捉
え
方
や
感
じ
方
は
あ
の
頃
の
ま
ま
だ
。
そ
し

て
こ
れ
か
ら
先
も
ず
っ
と
変
わ
ら
ず
に
い
た
い
と

願
っ
て
い
る
。
自
分
の
感
性
を
大
切
に
し
て
、
自

分
自
身
に
嫌
気
が
差
さ
な
い
よ
う
、
無
理
に
背
伸

び
す
る
こ
と
な
く
ま
っ
す
ぐ
に
生
き
て
い
き
た
い

と
思
う
。

　
静
岡
に
戻
っ
て
か
ら
あ
ち
こ
ち
で
よ
く
同
窓
生

に
出
会
う
。「
東
高
出
身
で
す
か
。
そ
れ
な
ら
先

輩
（
後
輩
）
で
す
ね
」
と
言
葉
を
交
わ
し
、
卒
業

生
の
裾
野
の
広
さ
に
感
心
す
る
と
同
時
に
懐
か
し

さ
と
親
近
感
を
覚
え
、
こ
こ
が
自
分
の
居
場
所
だ

と
実
感
す
る
。
昨
年
４
月
、
弁
護
士
14
年
目
に
し

て
静
岡
市
内
に
新
し
く
事
務
所
を
立
ち
上
げ
た
。

２
ヶ
月
悩
ん
だ
末
、
大
地
に
溢
れ
る
春
の
光
の
よ

う
に
力
強
く
暖
か
く
あ
り
た
い
と
、事
務
所
を
「
は

る
ひ
」
と
名
付
け
た
。
こ
の
25
年
が
そ
う
で
あ
っ

た
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
先
の
25
年
も
瞬
く
間
に
過

ぎ
て
い
く
の
だ
ろ
う
と
思
う
。
25
年
後
、
世
の
中

が
ど
う
変
わ
っ
て
い
る
の
か
は
想
像
も
つ
か
な
い

が
、
私
自
身
は
今
の
ま
ま
変
わ
ら
ず
に
い
た
い
と

願
う
。
自
分
の
生
き
方
を
否
定
せ
ず
、
こ
れ
か
ら

先
も
出
会
う
人
達
に
「
は
る
ひ
」
の
由
来
を
堂
々

と
話
せ
る
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
た
い
と
。

　
恩
師
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
卒
業
生
で
も
あ

る
。
旧
制
志
太
中
時
代
の
昭
和
18
年
卒
、
15
回
生

の
一
人
だ
。「
な
ぜ
か
記
憶
力
が
い
い
ん
だ
。
大

概
の
こ
と
は
覚
え
て
い
る
。」
と
言
う
だ
け
あ
っ

て
、
母
校
の
教
壇
に
立
っ
て
い
た
こ
ろ
の
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
70
年
も
前
の
志
太
中
生
当
時
の
思
い

出
を
、つ
い
先
日
の
こ
と
の
よ
う
に
、克
明
に
語
っ

て
く
れ
た
。
人
柄
を
し
の
ば
せ
る
飾
ら
な
い
言
葉

で
―
。

　
焼
津
市
出
身
。「
昔
、
こ
の
辺
で
優
秀
な
の
は

静
中
（
静
岡
中
、現
・
静
岡
高
）
と
静
商
（
静
岡
商
）」

だ
っ
た
と
い
う
。で
は
、志
太
中
は
。「
“
ダ
チ
ュ
ウ
”

と
い
っ
て
、た
い
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。」
と
か
。

　
志
太
中
時
代
は
剣
道
部
に
籍
を
置
い
た
。
開
校

と
同
時
に
、
サ
ッ
カ
ー
を
校
技
と
し
た
だ
け
あ
っ

て
、「
サ
ッ
カ
ー
部
員
は
ク
ラ
ス
対
抗
の
選
手
の

中
か
ら
選
ば
れ
た
」
と
い
う
が
、
剣
道
部
も
教
師

の
眼
鏡
に
か
な
っ
た
生
徒
だ
け
が
入
部
し
た
。
剣

道
に
打
ち
込
み
、
体
育
教
師
を
志
し
て
日
本
体
育

専
門
学
校
（
現
・
日
本
体
育
大
）
に
進
学
。
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
た
。

　
学
徒
動
員
も
体
験
し
て
終
戦
を
迎
え
、
昭
和
21

年
、
卒
業
と
同
時
に
目
標
だ
っ
た
体
育
教
師
と
し

て
、
静
岡
市
内
に
あ
っ
た
静
清
工
業
学
校
（
現
・

静
清
高
）
に
赴
任
す
る
。
こ
こ
で
は
野
球
部
の
創

設
に
関
わ
っ
た
。
野
球
は
御
法
度
だ
っ
た
志
太
中

出
身
だ
と
い
う
の
に
、
後
の
甲
子
園
出
場
校
の
土

台
づ
く
り
に
携
わ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
昭
和
23
年
、
学
制
改
革
に
伴
っ
て
新
制
高
校
が

誕
生
。
志
太
中
は
「
志
太
高
」
と
し
て
新
た
な
ス

　
今
回
同
窓
会
報
に
原
稿
を
と
い
う
ご
依
頼
を
い

た
だ
い
た
た
め
、
久
し
ぶ
り
に
高
校
時
代
の
こ
と

を
懐
か
し
く
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
紙

面
に
限
り
が
あ
る
の
で
た
く
さ
ん
は
紹
介
で
き
ま

せ
ん
が
、
在
学
中
に
サ
ッ
カ
ー
部
が
２
回
も
全
国

制
覇
を
遂
げ
た
こ
と
、
部
活
動
は
吹
奏
楽
部
で
し

た
が
、
文
化
祭
で
先
生
に
内
緒
で
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド

の
ス
テ
ー
ジ
を
や
り
大
目
玉
を
く
ら
っ
た
こ
と
、

藤
枝
駅
か
ら
軽
便
と
い
う
乗
り
物
で
通
学
し
た
こ

と
な
ど
、
思
い
出
は
全
く
色
褪
せ
る
こ
と
な
く
私

の
脳
裏
に
焼
き
つ
い
て
い
ま
す
。

　
私
は
昭
和
20
年
生
ま
れ
で
す
が
、
２
年
下
の
ク

ラ
ス
は
団
塊
の
世
代
で
私
達
の
倍
の
ク
ラ
ス
が
あ

り
、
た
く
さ
ん
の
後
輩
が
入
学
し
て
き
た
こ
と
で
、

戦
後
の
大
き
な
変
動
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。

　
あ
れ
か
ら
半
世
紀
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
私
は
現
在
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
携
わ
る
小
さ
い

設
備
会
社
を
経
営
し
て
い
ま
す
。
数
年
前
に

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を
経
験
し
、
そ
の
痛
手
か

ら
よ
う
や
く
立
ち
直
り
か
け
た
矢
先
の
３
月
11

日
、
東
北
地
方
が
未
曾
有
の
大
震
災
に
見
舞
わ

れ
ま
し
た
。
日
本
の
み
な
ら
ず
、
世
界
に
そ
の

影
響
は
広
が
り
、
我
が
社
で
も
物
流
関
係
等
非

常
に
厳
し
い
で
す
が
、
何
よ
り
た
く
さ
ん
の
尊

い
生
命
が
失
わ
れ
た
こ
と
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

て
い
る
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　
５
年
ほ
ど
前
に
、
恩
師
を
囲
ん
で
の
集
ま
り
が

あ
り
ま
し
た
が
、
実
に
寂
し
い
こ
と
で
す
が
、
同

級
生
の
何
人
か
は
既
に
他
界
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
現
在
、
多
く
の
市
町
村
で
獣
害
に
よ
る
山

林
や
田
畑
の
荒
廃
が
進
ん
で
い
る
と
聞
く
。

こ
の
解
決
の
一
助
に
な
れ
ば
と
、
最
近
、
鹿

肉
の
消
費
と
流
通
を
考
え
る
人
た
ち
が
企
画

す
る
「
鹿
肉
料
理
を
食
す
る
会
」
に
参
加
し
た
。

料
理
の
美
味
し
さ
も
あ
っ
て
、
話
題
は
参
加

者
の
故
郷
の
獣
害
の
様
子
か
ら
自
慢
話
へ
と

　
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
・
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
に
赴

任
し
て
３
年
余
。
主
に
サ
ブ
サ
ハ
ラ
・
ア
フ
リ
カ

を
持
ち
場
に
取
材
を
続
け
て
い
る
。
会
話
も
ま
ま

な
ら
な
い
状
況
下
、
助
け
と
な
る
の
が
故
郷
が

教
え
て
く
れ
た
サ
ッ
カ
ー
だ
。
原
っ
ぱ
や
路
上
に

小
枝
や
石
を
置
い
た
だ
け
の
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
、

き
ょ
う
も
子
ど
も
た
ち
が
夕
暮
れ
ま
で
ボ
ー
ル
を

追
う
。
各
地
で
は
子
ど
も
ら
と
草
サ
ッ
カ
ー
に
興

じ
、
大
人
た
ち
と
サ
ッ
カ
ー
談
義
を
す
る
。
知
ら

ぬ
間
に
初
対
面
の
壁
が
低
く
な
っ
て
い
る
。

　
下
手
く
そ
で
走
る
の
も
遅
か
っ
た
が
サ
ッ
カ
ー

が
好
き
だ
っ
た
。
だ
か
ら
２
年
の
終
わ
り
ま
で
先

輩
や
後
輩
、
そ
し
て
特
別
、
同
級
生
に
は
多
大

な
迷
惑
を
掛
け
な
が
ら
も
サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属
さ

せ
て
も
ら
っ
た
。
ボ
ー
ル
や
ス
パ
イ
ク
磨
き
が
大

半
だ
っ
た
が
、
練
習
試
合
で
数
回
、
藤
色
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
に
袖
を
通
し
た
経
験
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。

　
全
国
大
会
出
場
予
選
を
控
え
た
84
年
の
夏
。
オ

ラ
ン
ダ
の
プ
ロ
チ
ー
ム
・
フ
ェ
イ
エ
ノ
ー
ル
ト
傘

下
の
下
部
チ
ー
ム
と
の
試
合
が
組
ま
れ
た
。
場
所

は
藤
枝
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
。
私
は
ス
タ
ン
ド
で
見

守
っ
て
い
た
。
リ
ー
ド
し
て
い
た
後
半
間
際
に
同

点
に
追
い
つ
か
れ
た
。
試
合
後
、
み
な
が
下
を
向

い
て
い
る
と
、
監
督
が
「
内
容
は
悪
く
な
い
。
相

手
は
世
界
の
強
豪
だ
。
自
信
を
持
て
」
と
言
っ
た
。

そ
の
時
の
何
だ
か
清
々
し
い
気
持
ち
を
覚
え
て
い

る
。
ボ
ー
ル
を
背
負
い
、
東
高
ま
で
の
道
の
り
を

自
転
車
で
走
っ
た
が
漠
然
と
サ
ッ
カ
ー
と
世
界
の

つ
な
が
り
を
感
じ
た
。

　
学
業
の
方
は
、
数
学
は
０
点
や
５
点
も
度
々
。

お
そ
ら
く
30
点
前
後
だ
っ
た
英
語
の
答
案
用
紙
全

面
に
は
先
生
が
赤
ペ
ン
で
記
し
た
激
励
文
が
い
つ

も
あ
っ
た
。「
明
日
あ
り
と
想
う
こ
こ
ろ
の
仇
桜
、

夜
半
に
嵐
の
吹
か
ぬ
も
の
か
は
」。
英
語
構
文
は
忘

れ
た
が
親
鸞
聖
人
が
９
歳
で
得
度
す
る
前
夜
に
詠

ん
だ
と
い
う
和
歌
は
頭
に
こ
び
り
つ
い
た
ま
ま
だ
。

　
こ
ん
な
経
験
を
ア
フ
リ
カ
の
児
童
や
生
徒
に
も

話
す
。「
で
も
海
外
に
行
か
れ
る
よ
う
に
な
る
ん

だ
ね
」「
因
数
分
解
は
覚
え
て
る
？
」。
笑
い
や
質

問
が
あ
ふ
れ
る
。
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
（
人
種
隔
離
）

政
策
を
克
服
し
、
94
年
に
民
主
化
し
た
南
ア
フ
リ

カ
は
今
も
多
発
す
る
犯
罪
や
高
い
失
業
率
、
Ｈ
Ｉ

Ｖ
・
エ
イ
ズ
な
ど
の
課
題
も
多
い
。
し
か
し
、
多

く
の
子
ど
も
た
ち
の
瞳
は
輝
き
で
い
っ
ぱ
い
だ
。

将
来
へ
の
願
望
や
夢
が
あ
り
、
昨
年
の
サ
ッ
カ
ー

Ｗ
杯
開
催
は
そ
れ
ら
を
支
え
る
自
信
を
も
た
ら
し

た
。
そ
の
姿
を
見
つ
め
な
が
ら
高
校
時
代
、
何
を

学
ん
だ
の
か
？
と
考
え
直
し
て
み
る
。
創
造
性
や

想
像
力
を
培
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
自
由
な
雰
囲
気
や

個
性
豊
か
な
友
人
や
教
諭
ら
は
「
自
ら
で
考
え
、
判

断
す
る
大
切
さ
」
を
教
え
て
く
れ
、
誤
っ
た
際
に
は

正
し
、
背
中
を
押
し
て
く
れ
て
い
た
気
が
す
る
。

発
展
し
、
最
後
は
童
謡
「
ふ
る
さ
と
」
の
大

合
唱
と
な
っ
た
。
三
番
の
歌
詞
「
こ
こ
ろ
ざ

し
を
は
た
し
て
、
い
つ
の
日
に
か
帰
ら
ん
、

山
は
あ
お
き
故
郷‌

水
は
清
き
故
郷
」
で
は
涙

を
滲
ま
せ
る
方
も
多
く
、
私
も
そ
の
一
人
で

あ
っ
た
。

　
私
は
、
昭
和
22
年
に
島
田
市
（
旧
・
榛
原

郡
五
和
村
高
熊
）
の
山
間
集
落
で
生
ま
れ
た
。

少
年
時
代
は
朝
か
ら
晩
ま
で
山
や
川
や
野
原

で
自
然
を
相
手
に
遊
び
、
夏
は
木
登
り
や
水

泳
、
魚
釣
り
、
冬
は
メ
ジ
ロ
や
ツ
グ
ミ
獲
り

に
熱
中
し
た
。
楽
し
く
過
ご
し
た
小
学
校
は

や
が
て
廃
校
と
な
り
、
今
は
心
身
障
害
者
の

職
能
訓
練
学
校
と
な
っ
て
い
る
。
中
学
は
、

電
車
と
徒
歩
で
１
時
間
半
位
の
島
田
市
内
の

静
岡
大
学
附
属
島
田
中
学
校
に
通
っ
た
。

　
当
時
（
昭
和
37
―
40
年
・
１
９
６
２
―

１
９
６
５
）
の
藤
枝
東
高
校
は
、
サ
ッ
カ
ー

部
の
活
躍
が
目
覚
ま
し
く
、
正
月
の
全
国
高

校
選
手
権
（
当
時
は
大
阪
長
居
競
技
場
で
行

わ
れ
た
）
で
は
、
１
年
生
と
２
年
生
の
時
は

全
国
優
勝
し
、
３
年
生
の
時
は
ベ
ス
ト
８
ま

で
進
ん
だ
。
３
年
生
の
秋
に
開
催
さ
れ
た
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
貸
切
バ
ス
で
東
京

国
立
競
技
場
に
行
き
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
対
モ
ロ
ッ

コ
の
サ
ッ
カ
ー
試
合
を
観
戦
し
た
。
高
校
時

代
の
私
は
気
弱
で
、
何
事
に
も
自
信
が
持
て

な
か
っ
た
た
め
、
心
身
の
鍛
錬
の
た
め
に
空

手
部
に
入
部
し
、
厳
し
く
も
優
し
い
指
導
者

の
下
で
、
充
実
し
た
３
年
間
を
過
ご
し
た
。
一

昨
年
、
四
十
数
年
後
に
出
席
し
た
東
高
の
中
京

地
区
同
窓
会
で
、
当
時
の
空
手
部
主
将
と
再
会

出
来
た
と
き
は
涙
が
出
る
ほ
ど
感
激
し
た
。

　
阪
大
薬
学
部
、
同
大
学
院
に
進
学
し
た
後
、

関
西
医
大
、
三
重
大
医
学
部
、
徳
島
大
酵
素
研
、

再
び
三
重
大
大
学
院
医
学
研
究
科
な
ど
で
教

育
と
研
究
を
行
い
、
平
成
21
年
か
ら
三
重
大

理
事
・
副
学
長
と
し
て
大
学
の
管
理
運
営
に

従
事
し
、
こ
の
３
月
末
に
退
職
し
た
。
縁
あ
っ

て
４
月
か
ら
現
職
に
就
い
て
い
る
。

　
こ
の
間
、
多
く
の
先
輩
、
同
僚
、
学
生
、

企
業
の
方
々
と
一
緒
に
行
っ
た
教
育
研
究
活

動
が
評
価
さ
れ
、
ベ
ル
ツ
賞
、
文
部
科
学
大

臣
表
彰
科
学
技
術
賞
、
国
際
血
栓
止
血
学
会

D
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な
ど
を
受
賞

し
た
。

　
機
会
が
あ
れ
ば
、
懐
か
し
い
良
き
思
い
出

ば
か
り
の
故
郷
に
帰
り
、
老
境
に
入
り
つ
つ

あ
る
か
つ
て
の
仲
間
と
語
り
あ
い
励
ま
し
あ

い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
そ
ん
な
こ
と
を
重
ね
合
わ
せ
る
と
、
限
り
あ
る

命
の
大
切
さ
と
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
に
携
わ
っ
て
い
る
と
い
う
使
命
感
と
、
藤
枝

東
校
の
卒
業
生
で
あ
る
と
い
う
誇
り
を
胸
に
、
今
後

も
社
業
に
専
念
し
た
い
と
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
広
報
誌
を
発
行

す
る
た
め
に
日
頃
か
ら
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る

同
窓
会
事
務
局
の
皆
さ
ん

に
改
め
て
御
礼
を
申
し
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
そ
の
後
、「
藤
枝
高
」、「
藤

枝
東
高
」と
変
遷
す
る
。
教
師
と
し
て
母
校
に
戻
っ

た
の
は
24
年
。「
志
太
高‌

」
と
校
名
が
変
更
さ
れ

た
年
で
あ
る
。

　
待
っ
て
い
た
の
は
、
自
身
の
言
葉
を
借
り
れ
ば

「
サ
ッ
カ
ー
部
の
手
伝
い
」
だ
っ
た
。
昭
和
３
年

か
ら
チ
ー
ム
を
率
い
、
サ
ッ
カ
ー
部
育
て
の
親
の

小
宮
山
宏
監
督
を
補
佐
す
る
生
活
が
始
ま
っ
た
。

昭
和
32
年
、
母
校
が
会
場
に
な
っ
た
１
巡
目
の
静

岡
国
体
で
、
悲
願
だ
っ
た
全
国
制
覇
を
達
成
。「
小

宮
山
先
生
を
胴
上
げ
し
た
感
激
は
忘
れ
ら
れ
な

い
」
と
感
慨
を
込
め
、「
不
言
実
行
の
人
。
率
先

垂
範
す
る
姿
勢
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
小
宮
山
先
生

に
は
多
く
の
教
え
を
受
け
た
。」
と
言
葉
を
続
け
た
。

　
国
体
制
覇
を
機
に
サ
ッ
カ
ー
部
を
離
れ
、
体
操

部
の
顧
問
を
務
め
る
こ
と
に
な
る
。
子
ど
も
の
頃

か
ら
鉄
棒
が
得
意
で
、
そ
れ
が
体
育
教
師
を
志

す
重
要
な
動
機
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
昭

和
35
年
に
は
男
子
団
体
総
合
で
県
３
位
に
食
い
込

み
、
高
校
総
体
と
国
体
に
選
手
を
送
り
込
ん
だ
。

　
教
え
子
な
ら
誰
で
も
「
サ
バ
ち
ゃ
ん
」
の
愛
称

で
呼
ぶ
。
な
ぜ
、「
サ
バ
ち
ゃ
ん
」か
。
起
源
は「
静

清
に
い
た
こ
ろ
」。「
サ
バ
が
大
量
に
捕
れ
る
焼
津

か
ら
通
っ
て
い
た
」
の
が
理
由
だ
と
い
う
。「
問

題
を
起
こ
す
生
徒
も
い
た
け
ど
、
東
高
の
生
徒
は

や
っ
ぱ
り
ま
じ
め
だ
よ
」
と
、
語
る
柔
和
な
顔
は

あ
の
“
サ
バ
ち
ゃ
ん
”
だ
っ
た
。

　
86
歳
。
藤
枝
市
郡
一
丁
目
在
住
。（

会
報
委
員
K
）

　
会
報
委
員
会
で
は
、
同
窓
会
報
「
千
南
原
」
に
随

想
等
で
紹
介
い
た
だ
け
る
方
の
情
報
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

同
窓
会
事
務
局

（
４
面
参
照
く
だ
さ
い
）

25-26 回生バレー部

部活動小史
生物部　昆虫採集に明け暮れて

バレーボールの思い出
戸本 隆雄 （25 回）

大塚 昌利 （31 回）

恩
師
を
訪
ね
て

在
職
＝
昭
和
24
年
４
月
～
41
年
３
月
、
51
年
４
月
～
60
年
３
月

松
村

　八や

そ

じ

十
治
先
生

原
稿
募
集
の

お

願

い

連
絡
先

（3） 第25号千　南　原同　窓　会　報 平成23年７月1日 （2）

栄光の31ＨＲ！

恩師川内利一に乾杯

( 財 ) 静岡観光コンベンシ
ョン協会

(44 回 )
川路 智史

25 年の時を
過ぎて

（59 回）
鈴木 紀子

弁護士
静岡はるひ法律事務

所

雑感
（株）シズデン総業

代表取締役社長

（37 回）
増田 玲司

故郷を想う
鈴鹿医療科学大学

薬学部	教授

（38 回）
鈴木 宏治

アフリカで
想う
毎日新聞

ヨハネスブルグ支局

（59 回）
高尾 具成


